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安茂里地区
世帯数と人口
（４月１日現在）

世帯数
総人口

男
女

9,147戸
20,878人
10,045人
10,833人

杏仁

　
４
月
に
開

か
れ
た
安
茂

里
地
区
住
民

自
治
協
議
会

総
会
に
お
い

て
、
会
長
と
し
て
承
認
を
い
た
だ

き
、
こ
の
た
び
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
安
茂
里
地
区
住
民
自
治
協
議

会
の
活
動
に
は
、
今
ま
で
直
接
参

加
し
た
こ
と
が
な
く
、
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
精
一
杯
務
め
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
住
民
自
治
協
議
会
は
、
「
自
助
、

共
助
、
公
助
」
の
補
完
性
の
原
則

を
も
と
に
、
市
と
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
住
民
主
体

の
自
治
組
織
で
す
。
三
大
イ
ベ
ン

ト
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
は
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

に
よ
り
、
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

ア
モ
ー
レ
フ
ェ
ス
タ
、
福
祉
バ
ザ
ー

は
、
盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
安
茂
里
公
民
館
は
市
の
指
定
管

理
者
と
し
て
３
年
が
経
過
し
、
４

月
か
ら
５
年
間
の
二
期
目
を
迎
え

ま
し
た
。
貸
館
事
業
や
安
茂
里
公

民
館
独
自
の
自
主
講
座
を
中
心
に

地
域
の
皆
様
に
、
よ
り
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
公
民
館
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
勤
め
人
や
若

い
人
向
け
の
休
日
・
夜
間
講
座
等

を
希
望
す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
職
員
体
制
や
、
予

算
の
制
約
も
あ
り
難
し
さ
も
あ
り

ま
す
。
工
夫
を
重
ね
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
一
つ
で
も
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
事
業
が
計
画
通
り
に
進
め
ら

れ
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
る
一
年
と

な
り
そ
う
で
す
。
４
月
１
日
に
は
、

長
野
市
内
で
の
感
染
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
他
人
事
で
は
な
く
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
感
染
防
止
に
気
を

付
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
き
で
す
。
住
民
及
び
、
関
係
の

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
末
、
中
国
・

武
漢
市
で
、
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
感
染
症

が
こ
こ
ま
で
世
界
の

人
々
を
苦
し
め
る
と

誰
が
予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
被
害
が
世
界
へ
拡
散
す
る
の

で
は
と
心
配
さ
れ
な
が
ら
一
部
の

国
々
に
限
定
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
前
例
も
あ
っ
て
、
日

本
は
も
ち
ろ
ん
世
界
の
国
々
が
ま

さ
か
こ
こ
ま
で
惨
禍
が
降
り
か
か

る
と
は
想
像
だ
に
し
て
い
な
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
▼
そ
し
て
、
い

ま
世
界
の
国
々
が
協
力
し
、
人
類

の
叡
智
を
絞
っ
て
こ
の
ウ
イ
ル
ス

を
封
じ
込
め
よ
う
と
努
力
し
て
い

る
が
、
悲
し
い
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
、

ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
で
は
感
染

が
拡
大
し
多
く
の
人
た
ち
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
。
我
が
日
本
も

オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
瀬
戸
際
に

あ
る
。
（
４
月
１
日
現
在
）
▼
弥

生
３
月
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え

た
花
々
が
一
斉
に
咲
き
始
め
る
美

し
い
信
州
の
春
…
今
年
は
そ
の
春

を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
こ
の
「
館
報
あ
も

り
」
を
皆
さ
ん
が
手
に
し
て
い
る

こ
ろ
に
は
終
息
宣
言
が
見
通
せ
る

ま
で
に
な
り
、
一
人
一
人
の
顔
に

安
堵
の
笑
顔
が
戻
っ
て
い
る
と
願

い
た
い
。

４月６日の安茂里小学校の入学式（２学級 計42人)

元気になかよくスタートだ!!元気になかよくスタートだ!!

《
就
任
あ
い
さ
つ
》

「
利
用
し
や
す
い
公
民
館
に
」

　

安
茂
里
地
区
住
民
自
治
協
議
会

会
長　

増
山　

幸
一
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新
安
茂
里
公
民
館
長

あ
い
さ
つ

新し
ん

見み　

宏ひ
ろ

司し

　
こ
の
４
月

か
ら
縁
あ
っ

て
安
茂
里
公

民
館
長
に
着

任
し
ま
し
た
新
見
宏
司
で
す
。
こ

れ
ま
で
約
40
年
に
わ
た
り
放
送
界

に
身
を
置
き
、
様
々
な
番
組
や
イ

ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
実
現
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
培
っ
た

物
事
を
進
め
る
方
法
や
手
順
、
ま

た
築
い
て
き
た
人
脈
な
ど
を
生
か

し
て
、
公
民
館
が
地
域
の
皆
様
の

為
に
こ
れ
ま
で
同
様
に
社
会
教
育

の
拠
点
と
し
て
様
々
な
形
で
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
講
座
や
講
演
が
開
か
れ
、

多
く
の
人
た
ち
に
御
好
評
を
い
た

だ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
者
が
長
野
市
で
も
発
生

し
、
成
人
講
座
の
１
学
期
を
急
遽

休
講
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
受
講

予
定
の
皆
様
に
は
大
変
な
御
迷
惑

を
お
掛
け
し
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
良
い
講
座
、
残

し
た
い
講
座
は
存
続
さ
せ
な
が
ら
、

皆
さ
ん
は
他
に
ど
ん
な
講
座
を
望

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
新
し

い
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
は

何
な
の
か
…
…
色
々
な
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
考
え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
今
は
世

界
中
を
席
捲
し
て
い
る
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
一
日

も
早
く
終
息
し
、
い
つ
も
の
よ
う

に
公
民
館
が
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

で
賑
わ
う
日
が
来
る
こ
と
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
長
退
任
に
あ
た
り

多
田
井 

幸
視

　
あ
っ
と
い
う
間
の
指
定
管
理
、

三
年
間
で
し
た
。
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
地
元
の
方
々
に
と
っ

て
身
近
に
感
じ
る
公
民
館
を
め
ざ

し
、
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
和
菓
子
作
り
や
燻
製
、
企

業
巡
り
や
ド
ン
ド
焼
き
見
学
な
ど

魅
力
あ
る
講
座
を
企
画
し
、
大
勢

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
。

年
間
５
３
、
０
０
０
人
か
ら
の
利

用
者
数
は
市
内
で
も
多
く
、
参
加

者
同
士
が
そ
の
後
も
独
自
に
活
動

を
続
け
る
な
ど
、
自
主
的
な
動
き

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次
期

指
定
管
理
下
で
も
新
館
長
の
元
、

益
々
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

〇
し
ゃ
べ
く
り
男
子
会

　
安
茂
里
公
民
館
二
階
実
習
室
で

毎
月
１
回
土
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
60

歳
以
上
の
男
性
専
用
の
会
で
す
。

　
自
分
の
経
験
談
や
こ
れ
か
ら
の

こ
と
、
世
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象

な
ど
を
思
う
存
分
話
し
た
り
、
趣

味
の
演
奏
や
歌
声
、
手
品
な
ど
披

露
し
て
い
ま
す
。
又
、
自
分
が
疑

問
に
思
う
こ
と
、
お
話
を
さ
れ
た

方
に
対
す
る
質
問
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
特
定
の
宗
教
や
政

治
団
体
へ
の
勧
誘
は
い
っ
さ
い
し

て
い
ま
せ
ん
。
入
会
や
脱
会
は
各

自
自
由
で
、
遅
刻
、
早
退
も
自
由

で
す
。
入
会
金
や
参
加
費
は
無
料

で
す
。

　
一
回
の
お
一
人
の
発
言
は
、
そ

の
時
参
加
さ
れ
た
人
数
に
も
よ
り

ま
す
が
、
概
ね
15
分
か
ら
20
分
程

度
で
す
。
事
前
に
ご
自
分
の
発
表
、

発
言
、
演
奏
等
の
内
容
準
備
を
し

て
頂
き
ま
す
の
で
、
認
知
症
の
予

防
、
健
康
維
持
増
進
の
助
け
に
も

な
り
ま
す
。

　
毎
回
の
持
参
品
は
、
筆
記
具
、

メ
モ
用
紙
、
好
み
の
お
茶
な
ど
の

飲
み
物
で
す
。

　
※
希
望
者
は
安
茂
里
公
民
館
に

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

〇
ジ
ー
パ
ン
で
も
誰
で
も

　 

参
加
で
き
る
俳
句
同
好
会

　
プ
レ
バ
ト
で
お
な
じ
み
の
俳
句
。

五
、
七
、
五
の
世
界
一
短
い
詩
の

世
界
を
、
あ
な
た
も
ご
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

・
講
師
：
田
中
　
純
子 

先
生

　
（
上
田
市
在
住
。
県
シ
ニ
ア
大

学
・
県
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
講
師
）

・
毎
月
一
回
平
日
で
す
。
俳
句
の

楽
し
さ
、
哀
し
さ
、
可
笑
し
さ
、

歴
史
等
の
話
。
毎
月
各
自
三
句

提
出
し
、
同
好
会
で
作
者
の
名

サ
ー
ク
ル紹

介
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

前
を
伏
せ
て
、
互
い
に
批
評
し

先
生
が
添
削
。
プ
レ
バ
ト
の
よ

う
に
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
と

好
評
で
す
。

　
俳
句
は
作
り
手
と
読
み
手
が
対

等
で
す
。
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
幅
広

く
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

句
会
に
努
め
ま
す
。

　
※
希
望
者
は
安
茂
里
公
民
館
に

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
事
中
止
の
お
知
ら
せ

　
現
在
発
生
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

情
勢
を
鑑
み
ま
し
て
以
下
の

行
事
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

　※
５
月
10
日
（
日
）

安
茂
里
文
化
芸
術
祭

　※
５
月
24
日
（
日
）

　
５
月
31
日
（
日
）

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
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安
茂
里
地
区
住
民
自
治
協
議
会

顧
問
　
　
　
　
　
　
布
目
裕
喜
雄

相
談
役
　
　
　
　
　
戸
津
　
勝
洋

会
長
　
総
務
部
会
長　

増
山
　
幸
一

副
会
長
　
総
務
部
副
部
会
長

吉
澤
　
憲
一

　
〃
　
　
　
　
　
　
飛
沢
　
文
人

健
康
福
祉
部
会
長
　
荒
井
　
訓
夫

環
境
部
会
長
　
　
　
鳥
居
　
文
雄

教
育
文
化
部
会
長
　
佐
藤
　
重
房

健
全
育
成
部
会
長
　
宮
崎
　
正
文

安
全
部
会
長
　
　
　
高
木
　
一
雄

会
計
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
藤
男

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
廣

公
民
館
運
営
委
員
長
下
村
　
　
亮

事
務
局
長
　
　
　
　
小
林
　
　
勝

 

安
茂
里
地
区
区
長

平
　
柴
　
　
　
　
　
西
村
太
計
志

平
柴
台
　
　
　
　
　
宮
下
　
康
治

小
柴
見
　
　
　
　
　
高
橋
　
徹
郎

差
出
北
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
巳

差
出
中
　
　
　
　
　
成
澤
　
恒
美

差
出
南
　
　
　
　
　
増
山
　
幸
一

大
　
門
　
　
　
　
　
吉
澤
　
勝
己

杏
花
台
　
　
　
　
　
酒
井
　
藤
男

小
　
路
　
　
　
　
　
住
澤
　
正
男

西
河
原
　
　
　
　
　
三
井
　
久
芳

伊
勢
宮
　
　
　
　
　
小
林
　
　
廣

宮
　
沖
　
　
　
　
　
飛
沢
　
文
人

犀
　
北
　
　
　
　
　
池
田
　
敏
彦

犀
北
第
二
　
　
　
大
日
向
佐
都
志

小
　
市
　
　
　
　
　
鳥
居
　
文
雄

園
　
沖
　
　
　
　
　
吉
澤
　
憲
一

小
市
団
地
　
　
　
　
町
田
　
寛
幸

小
市
南
団
地
　
　
　
大
塚
　
幸
子

 

市
人
権
教
育
指
導
員

（
差
出
南
）
　
　
　
臼
田
　
澄
子

（
大
　
門
）
　
　
　
三
井
　
國
正

 

地
域
公
民
館
館
長
　
　
　
　
　

平
　
柴
　
　
　
　
　
小
林
　
桂
三

平
柴
台
　
　
　
　
　
駒
村
　
和
文

小
柴
見
　
　
　
　
　
佐
藤
　
重
房

差
出
北
　
　
　
　
　
成
澤
優
一
朗

差
出
中
　
　
　
　
　
松
尾
　
悦
雄

差
出
南
　
　
　
　
　
矢
澤
　
功
一

大
　
門
　
　
　
　
　
壇
原
　
保
夫

杏
花
台
　
　
　
　
　
茂
手
木
壽
朗

小
　
路
　
　
　
　
　
北
島
　
重
徳

西
河
原
　
　
　
　
　
大
西
　
　
渡

伊
勢
宮
　
　
　
　
　
塚
田
　
　
惠

宮
　
沖
　
　
　
　
　
津
金
　
直
行

犀
　
北
　
　
　
　
　
柄
澤
　
竹
伸

犀
北
第
二
　
　
　
　
引
場
　
孝
夫

小
　
市
　
　
　
　
　
荒
井
　
　
学

園
　
沖
　
　
　
　
　
安
芸
　
昌
史

小
市
団
地
　
　
　
　
山
上
　
　
智

小
市
南
団
地
　
　
　
阿
部
　
順
子

 

安
茂
里
公
民
館
運
営
委
員

委
員
長
　
　
　
　
　
下
村
　
　
亮

副
委
員
長
　
　
　
　
飛
沢
　
文
人

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
　
憲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
重
房

　
　
　
　
　
　
　
　
布
目
裕
喜
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
柳
沢
　
久
子

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
正
文

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
博
明

　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
重
光

※
公
募
委
員
は
決
定
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 

安
茂
里
公
民
館
職
員

館
長
　
　
　
　
　
　
新
見
　
宏
司

主
事
　
　
　
　
　
　
楢
本
由
紀
夫

職
員
　
　
　
　
　
　
草
間
　
千
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
眞
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
さ
や
か

　
（
▽
転
入
　
△
転
出
）

◎
安
茂
里
支
所

▽
支
所
長
　
　
　
　
倉
島
久
美
子

△
支
所
長
　
　
　
　
坂
口
　
　
真

　
（
更
北
支
所
長
）

▽
主
査
　
　
　
　
　
小
林
　
美
恵

△
主
査
　
　
　
　
　
櫻
井
　
綾
子

　
（
国
民
健
康
保
健
課
）

◎
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
係
長
　
　
　
　
　
想
田
　
益
実

△
主
査
　
　
　
　
　
山
下
み
ゆ
き

▽
保
健
師
　
　
　
　
古
田
　
祐
子

△
保
健
師
　
　
　
　
飯
沢
　
友
美

◎
安
茂
里
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

長
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
所

〇
安
茂
里
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
　
　
　
　
山
口
輝
美
栄

（
係
長
→
所
長
補
佐
）

△
所
長
補
佐
　
　
　
小
出
と
よ
美

〇
安
茂
里
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

居
宅
介
護
支
援
担
当

　
（
新
規
採
用
）
　
北
沢
　
雅
人

〇
安
茂
里
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

通
所
介
護
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
上
平
　
祥
平

　
（
新
規
採
用
）
　
宮
澤
　
良
太

　
　
（
看
護
員
）
　
田
村
　
　
緑

♦
学
校
関
係
♦

安
茂
里
小
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
片
山
　
洋
一

　
　
　
　
　
教
頭
　
中
村
ま
ゆ
み

松
ヶ
丘
小
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
宮
澤
　
俊
充

令
和
２
年
度
各
種
団
体

役
員
紹
介

人
事
異
動

　
　
　
　
　
教
頭
　
水
上
　
淳
一

裾
花
小
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
臼
井
　
慎
詞

　
　
　
　
　
教
頭
　
宮
澤
　
忠
利

山
王
小
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
佐
藤
　
　
武

　
　
　
　
　
教
頭
　
山
浦
　
　
誠

裾
花
中
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
小
笠
原
重
光

　
　
　
　
　
教
頭
　
市
川
　
　
寿

長
野
工
業
高
等
学
校

　
　
　
　
　
校
長
　
上
野
　
　
敏

　
　
　
　
　
教
頭
　
北
澤
　
　
勉

 

豊
か
な
生
活

　 

育
て
ま
し
ょ
う

　
安
茂
里
公
民
館 

２
２
６－

４
０
５
９

 

生
活
文
化
講
座

　
中
止
の
お
知
ら
せ

　◎
母
の
日
に
贈
る

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

日
時　
　

４
月
28
日
（
火
）

※
参
加
さ
れ
る
方
々
の
健
康
面
な

ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。
お
楽
し

み
に
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



第 450 号 （4）安 茂 里 公 民 館令和２年５月 1日

◎バス利用(終日） 講師（敬称略で記入）申込受付/定員

1 4/28(火)
10:00～12:00

母の日に贈る
フラワーアレンジメント

グリーンショップトツ
戸津　泰征

4/7(火)～
定員：20名

2 5/19(火)
13:30～15:30

野外彫刻
ぶら歩き

信州美術会及び
北信美術会会員
黒岩　雅堯

4/28(火)～
定員：10名

3 5/27(水)
9:00～15:30 ◎ 戸隠高原の

野鳥を訪ねて
日本野鳥の会会員

小林　富夫
5/8(金)～

定員：20名

4 6/3(水)
9:00～15:30 ◎斑尾高原の植物めぐり

植物分類研究者
大塚　孝一

5/13(水)～
定員：20名

5 6/26(金)
13:30～15:30

楽しく歌おう
愛唱歌①

声楽家
上村 まり子
ピアノ伴奏

服部　秀子

安茂里在住者
6/5(金)～

一般
6/12(金)～

定員：100名

6 7/10(金)
9:00～15:30 ◎ 企業を

訪ねて①
安茂里公民館

職　員
6/19(金)～
定員：20名

7 7/22(水)
13:30～15:30

時代の見方・
考え方①（予定）

信濃毎日新聞論説員
未　定

7/2(木)～
定員：20名

8 9/4(金)
13:30～15:30

ツボで
リフレッシュ！

鍼灸マッサージ協会
村田　　勇
大滝　弘子

8/18(火)～
定員：20名

9 9/16(水)
13:30～15:30 フルートの調べ

上田女子短期大学
非常勤講師

杉山　由一
8/26(水)～
定員：50名

10 10/2(金)
13:30～15:30

楽しく歌おう
愛唱歌②

声楽家
上村 まり子
ピアノ伴奏

服部　秀子

安茂里在住者
9/11(金)～

一般
9/18(金)～

定員：100名

11 11/19(木)
9:00～15:30 ◎ 企業を

訪ねて②
安茂里公民館

職　員
10/29(木)～
定員：20名

12 11/25(水)
13:30～15:30

ジャズに
魅せられて

モダンジャズグループ
モダンデュークス

11/4(水)～
定員：50名

13 12/22(火)
10:00～12:00

お正月まで飾れる
クリスマスのフラワー
アレンジメント

グリーンショップトツ
戸津　泰征

12/2(水)～
定員：20名

14 1/14(木)
13:30～15:30

ポールを使った
体幹ストレッチ
（３回シリーズ）

長野市スポーツ
教室指導員

西澤　真由美
12/21(月)～
定員：

各20名
15 1/21(木)

13:30～15:30

16 1/28(木)
13:30～15:30

17 2/17(水)
13:30～15:30

時代の見方・
考え方②（予定）

信濃毎日新聞論説員
未　定

1/27(水)～
定員：20名

18 3/5(金)
13:30～15:30

楽しく歌おう
愛唱歌③

声楽家
上村 まり子
ピアノ伴奏

服部　秀子

安茂里在住者
2/12(金)～

一般
2/19(金)～

定員：100名

生活文化講座 なかよし広場「楽しく遊ぼう」
（午前10：00～11：30)

1 6/10(水) 新聞紙を使ってあそぼう

保育士
庄村　光子

会員募集
5月20日(水)～
定員：25組

2 7/8(水) 手作りおもちゃであそぼう
3 9/9(水) 大きなお絵描き
4 10/7(水) ミニうんどう会
5 11/11(水) ボールを使ってあそぼう
6 12/9(水) クリスマス会
7 1/20(水) 昔なつかしいあそび

特 別 講 座
○古文書に見る安茂里　(午後1:30～3:30)

1 6/18(木) 善光寺地震の影響と災害

長野市公文書館
専門主事

宮澤　昌道

会員募集
5/28(木)～
定員:20名

（７月16日
のみ長野市
公文書館に
て開催）

2 7/16(木) 操穴堰（小市用水）の嘆願
3 8/20(木) 小市の渡しの様子

4 10/1(木) 人々の暮らし①・
村の形成

5 11/5(木) 人々の暮らし②・村の形成

※都合により日程、内容等が変更になる場合
があります。

成人学校一学期開講中止について　
参加される方の健康面などを考慮し、一学期の開講を見合わせていただくことになりました。
二学期に関しては、今後の長野市の状況を注視しながら、開講する予定です。

申し込み受付：７月６日
10：00～（新規の方）
10：45～（継続の方）

食 の 講 座
　　（時間はお問い合わせください）
1 10/13(火) 小学生対象の料理教室（仮称）

管理栄養士
牧野　見伊子

9/23(水)～
定員：未定

2 10/22(木) また作りたくなる手作りベーコン
（燻製の講座）

全２回

前安茂里公民館長
多田井　幸視

9/30(水)～
定員：16名

3 10/27(火)

4 11/16(月) 作りタイ！食べタイ！タイ料理！
松風（安茂里大門）
三水アムパイ

10/26(月)～
定員：未定

5 1/26(火) 絵柄の入ったやしょうま作り
工房「食彩」主宰

松本　博子
酒井　祐子

1/5(火)～
定員：24名

　※燻製の講座は２回とも参加できる方が対象

令和２年度　安茂里公民館主催講座
お申込み・お問い合わせは　026－226－4059 …新講座

中止になりました


